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の
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望
の
灯
火



第６弾！

 主な事業 

●「エール！やまぐち」プレミアム共通
　商品券の発行支援	 【６億８３００万円】
　（飲食店応援チケットの発行支援【３０００万円】）
●	小中学校の修学旅行の計画変更等
　への支援 【３０７１万円】
●地域外来・検査センターの設置
 【３８９２万円】

●市内全域の光ファイバ整備支援
 【３億１４００万円】
　 　高速・大容量の情報通信インフラを整え

るため、民間事業者による光ファイバの
整備に対して支援するもの。

・�未整備地域の早期解消に向けて取り組ん
でいただきたい。
・�移住定住、産業誘致、子育て、教育、医
療などのこれからの発展に寄与するもの
であり高く評価する。

●	地域型保育施設等の職員への
　応援給付金	 【２１９０万円】
　 　県が、私立の保育所・幼保連携型認定こ

ども園等の職員に対し、一人あたり５万円
を支給する事業の対象とならなかった地域
型保育施設、認可外保育施設、病児保育
施設の職員に対し、市独自に給付するもの。

・�市独自の支援として実施することを評価
する。
・�対象外とされている公立保育園の職員へ
の給付も検討されたい。

●指定管理者への休業補償【３３４９万円】
　 　重源の郷や菜香亭、やまぐちリフレッ
シュパークなど、市が運営を委託する指定
管理施設（２１施設）について、市からの休
業要請による影響額を補償金として支払
うもの。

・�各施設の補償額については、全庁的に統
一された基準で算定されたものであり適
当である。
・�コロナ禍において、雇用されている方の
賃金や有給休暇取得の状況等への影響に
ついて、積極的に調査されたい。

●新生児への特別給付金【１億４００万円】
　 　国民一人につき10万円が給付された
特別定額給付金の基準日以降に出生し、

　給付対象とならなかった
　新生児（4/28～12/31生まれ）
　について、市独自に
　給付するもの。

・��対象から漏れた方を支援
　していくという市の
　姿勢の表れであり
　評価する。
・��出生届出時に申請書を
　渡すなど、周知、広報
　に積極的に取り組み、
　対象者がもれなく
　受給できるよう
　柔軟な対応
　を求める。

　
感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
経

済
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
取

組
と
し
て
、第
６
弾
と
な
る
経

済
対
策
に
係
る
補
正
予
算
議
案

に
つ
い
て
、議
員
全
員
の
賛
成
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
に

と
っ
て
何
が
最
善
策
で
あ
る
の

か
、効
果
的
で
あ
る
の
か
を
慎

重
に
調
査・議
論
を
重
ね
、議
員

か
ら
多
く
の
意
見
を
出
し
、指

摘
を
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症経済対策

１６億３０００万円で市独自の切れ目のない支援を！

山口市休日・夜間急病診療所敷地内に設置

指摘・要望指摘・要望

指摘・要望指摘・要望

指摘・要望指摘・要望

指摘・要望指摘・要望

９件

予算

３件

条例

19件
事件議決

６件

諮問

15件
決算認定

２件

意見書

９月９月
定例会定例会

2020年
9/7～10/16

上程された議案

経済対策第６弾の詳細は、市ウェブサイトへ
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8
月
31
日
に
示
さ
れ
た
基
本
計

画
の
最
終
案
を
受
け
、多
く
の
議
員

が
施
設
整
備
計
画
に
対
し
て
指
摘
し
、

機
能
や
配
置
案
に
つ
い
て
の
疑
問
点

を
取
り
上
げ
、市
の
認
識
を
た
だ
し

ま
し
た
。答
弁
で
は
既
存
施
設
へ
の

対
応
方
針
を
は
じ
め
、付
帯
施
設
の

活
用
、施
設
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど

地
域
課
題
に
対
す
る
取
組
を
進
め
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
種
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

で
湯
田
温
泉
の
活
性
化
を
図
り
、定

住
人
口
増
加
に
も
資
す
る
に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
施
設
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

多
世
代
交
流
・
健
康
増
進
拠
点
施
設
基
本
計
画
最
終
案

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
湯
田
温
泉
を
！

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

９月定例会９月定例会

　

令
和
元
年
度
の一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
会
計
の
決
算
認
定
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

審
査
し
ま
し
た
。

　

予
算
に
関
連
す
る
議
案
を
審
議
す
る「
予
算
決

算
委
員
会
」に
お
い
て
総
括
的
な
審
査
を
行
っ
た
の

ち
、各
常
任
委
員
会（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）に
分
科
会
を

設
置
し
、専
門
的
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
の
審
査
で
は「
将
来
を
見
据
え
て
財
政
状

況
は
健
全
で
あ
る
か
。」「
適
正
に
予
算
を
執
行
し

所
期
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
。」「
今
後
の
予
算

や
事
業
に
反
映
す
べ
き
事
項
は
な
い
か
。」と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
チ
ェッ
ク
し
、疑
問
点
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
か
ら
厳
し
く
指
摘
、意
見
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、総
合
支
所
へ
の
本
格
的
な
権
限

移
譲
に
よ
る
地
域
主
体
の
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、山
口・小
郡
の
両
都

市
核
づ
く
り
と
各
地
域
を
つ
な
ぐ
取
組
の
積
極
的

な
推
進
に
よ
り
、総
じ
て
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
の

「
つ
な
ぐ 

未
来
創
造
」予
算
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

全
会一致
で
認
定
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
は
、令
和
元
度
決
算
を
審
査

財
政
、予
算
の
執
行
状
況
、事
業
の

成
果
な
ど
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
！

○�経常収支比率や将来負担比率などの財政
指標の上昇は、未来創造のための社会基
盤整備等が要因であることは理解するが、
自主財源の確保に取り組むなど、将来世
代に過度な負担を残さないよう健全な財
政運営に努めていただきたい。
○�市民の申請により初めてサービスが提供
される事業は、必要な方に必要なサービ

スがしっかりと行き届くよう事業の周知
に努めていただきたい。
　�また、目標どおり事業の成果を得るため
には専門的人材の確保が重要な事業もあ
ることから、今後、適切な事業運営が行
えるよう取り組んでいただきたい。
○�主要な施策の成果報告書の記載事項につ
いては、市の取組を正確に評価するため、

社会情勢等の変化も見据え、より適切
な指標となるよう求める。また、市民
にもわかりやすい資料となるよう整理を
求める。

○�予算編成時における必要額の正確な算定
に努めるとともに、事業の進捗管理を徹
底し、可能な限り不用額が発生しないよう、
計画的な予算執行に努めていただきたい。

　９月２６日、令和元年４月より工事に着手した『産業交
流拠点施設』の上棟式・建設工事進捗状況報告会が工
事現場で挙行されました。
　感染拡大防止のため、渡辺市長をはじめ坂井議長等

関係者約４０名に招待を制
限し、新型コロナウイルス
に十分配慮。
　式典会場は県内最大の
2000席を誇る多目的ホー
ルの舞台部分で行われ、市
長や来賓（県知事と県議会
議長）の祝辞メッセージの
あと、施工担当者から設計
コンセプトの説明と工事の
進捗状況（９月末で６０％）の
報告がありました。
　式典後の見学会では、産
業交流スペース、多目的
ホール２階 客 席 、アカデ
ミーハウス、ライフイノベー
ションラボ、県央多部制定
時制高校等の配置説明が
行われました。

ホール２階客席から見た舞台
部分。地下構造も見える。

多目的ホールのホワイエからは、
新山口駅へ直接つながる屋外
自由通路に出ることも可能。

指摘・要望

決
算
額
等
の
詳
し
い
内
容
は
、「
市
報
や
ま
ぐ
ち

12
月
１
日
号
」
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

来春オープン待ち遠しい来春オープン待ち遠しい
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　８月28日開催の第１２回調査特別委員会において、配置方針のほか、配置計画、平面計画が示され、安全で快適
な歩行者動線を形づくるとともに、周辺エリアとのつながりを生み、山口都市核全体の連続性、回遊性を図るとの
説明を受けました。委員会では、全体配置計画をはじめ新立体駐車場の規模やコスト、周辺道路の渋滞への対応、

利用者動線、イベント広場の活用など、多岐にわたる
テーマで議論を行いました。
　また、市議会フロアの平面計画の提案があった
ことから、これまで本委員会として協議を重ねまと
めた共通認識と照らしあわせ、委員会としての意見
の集約を図っていくこととしています。

決算審査における質疑や意見決算審査における質疑や意見

　

次
の
２
件
の
意
見
書
が
議
員
及

び
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、全
会

一致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
全
文
は
市
議
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

意
見
書
を
採
択
し

国
に
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書  

    （
委
員
会
提
出
）

（
委
員
会
提
出
）

　
令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び

地
方
税
制
改
正
に
向
け
た
取
組
を
実

現
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
に
資

防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
に
資

す
る
河
川
改
修
及
び
河
川
管
理

す
る
河
川
改
修
及
び
河
川
管
理

施
設
の
老
朽
化
対
策
に
係
る
予

施
設
の
老
朽
化
対
策
に
係
る
予

算
等
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

算
等
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書  

    （
議
員
提
出
）

（
議
員
提
出
）

　
河
川
改
修
や
河
川
管
理
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
予
算
や
制
度
の
さ

ら
な
る
拡
充
と
継
続
を
図
り
、地
方

自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、防
災・

減
災
、国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
に

努
め
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

新本庁舎の建設等に関する調査特別委員会  〜第５回中間報告（要旨）〜

●引き続き、準用河川の維持を！
　 　それぞれの総合支所において、準用河川の維
持に地域住民の声がよく吸い上げられており、き
め細かい対応がされていることを確認しました。 

地域住民の安全のための重要な事業であり、今
後も格段の努力をしていただきたい。

●�新型コロナウイルスの影響を分析して、
正しく評価すること！　　

　 　成果指標として報告があった年間の数値では
なく、感染が拡大する以前（12月まで）の実績値を
確認することで、新型コロナウイルス感染症の拡
大という特殊な要因がなかったとしても、成果が
伸び悩んでいた事業があることがわかりました。

新しい生活様式への対応等、事業そのものの見
直しが求められるなか、これまでの指標は継続
しつつ、特殊な要因を考慮しながら当該年度の
事業評価を正しく判断できる新たな評価基準の
設定等が必要である。

●健全な財政運営を！
　 　経常収支比率や将来負担比率など、財政指標が
悪化していることについては、合併後における山口
市の未来を創造するための投資として、社会基盤
整備を進められていることが要因であることは理
解するところです。当初予算との比較では、地方債
残高の減少や、基金の取り崩しが抑えられているこ
とは評価しますが、将来世代への過度な負担を残
さないよう健全な財政運営が求められます。

現在の財政状況について、市民理解が得られる
ように、広くわかりやすく広報していただきたい。

●産科医の確保の取組は、長期的な視点で！
　 　産科医確保の取組について、身近な地域で安
心して出産・育児ができる環境の充実が図れるよ
うに議論しました。全国的に産科医が不
足していますが、今後も引き続き安心し
た産科医療体制を維持するため、事
業内容の検討や長期的な視点での
取組が求められます。

指摘・要望指摘・要望

指摘・要望指摘・要望

指摘・要望指摘・要望

イメージ図
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議案議案のの審議結果審議結果■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和２年度山口市一般会計補正予算（第８号）
　　　２ページに関連記事
●令和２年度山口市介護保険特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市地域下水道事業特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市特別林野特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市水道事業会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

条　　　　　例
●地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関
する条例
●山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
●山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改正する条例

事　件　議　決
●宇部・阿知須公共下水道組合の解散に関する協議について
●宇部・阿知須公共下水道組合の解散に伴う財産処分に関する協議に
ついて

●宇部市と山口市との間の汚水処理事務の委託に関する協議について
●住居表示を実施する区域及び住居表示の方法について
●山口市デジタル防災行政無線等整備事業第３次整備工事の請負契約
の締結について

●阿知須総合支所・地域交流センター等新築工事の請負契約の締結に
ついて

●阿知須総合支所・地域交流センター等新築電気設備工事の請負契約
の締結について

●やまぐちサッカー交流広場人工芝生化改設工事の請負契約の締結に
ついて

●鋳銭司第二団地整備工事の請負契約の締結について
●徳地地域複合型拠点施設整備徳地文化ホール改修工事の請負契約の
締結について

●徳地地域複合型拠点施設整備徳地文化ホール改修電気設備工事の請
負契約の締結について

●山口市産業交流拠点施設フルコンサートグランドピアノの取得に
ついて
●山口市産業交流拠点施設会議用机・椅子の取得について
●山口市産業交流拠点施設スタッキングチェアの取得について
●山口市産業交流拠点施設舞台照明備品の取得について
●山口市産業交流拠点施設舞台大道具備品の取得について
●山口市立小中学校教育用コンピュータの取得について
●損害賠償の額を定めることについて
●令和２年度山口市一般会計補正予算（第７号）に関する専決処分に
ついて

決　算　認　定
●令和元年度山口市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
●令和元年度山口市公共下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に
ついて

●令和元年度山口市農業集落排水事業会計利益の処分及び決算の認定
について

●令和元年度山口市漁業集落排水事業会計利益の処分及び決算の認定
について

●令和元年度山口市一般会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
●令和元年度山口市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

●令和元年度山口市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

●令和元年度山口市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市地域下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

●令和元年度山口市国民宿舎特別会計歳入歳出決算の認定について
●令和元年度山口市特別林野特別会計歳入歳出決算の認定について
　　３・４ページに関連記事

諮　　　　　問
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　原田茂樹氏（再任）
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　和西孝惠氏（再任）
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　上野千惠氏（再任）
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　松長直道氏（再任）
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　三戶純氏（新任）
●人権擁護委員の候補者の推薦について
　　松田弘子氏（新任）

議　員　提　出
●防災・減災、国土強靭化に資する河川改修及び河川管理施設の老朽化
対策に係る予算等の拡充を求める意見書の提出について

委 員 会 提 出
●新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に
対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について

慎重な
審議の結果、
今定例会では
48議案を

可決しました。

スタッキングチェア

フルコンサート
グランドピアノ
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こ
れ
ま
で
30
人
の
隊
員
を
採
用
し
て
い
る
。
現

在
８
名
が
活
動
中
で
、
退
任
し
た
22
名
の
う
ち
14

名
が
退
任
後
も
本
市
に
定
住
さ
れ
て
お
り
、
飲
食

店
の
起
業
、
徳
地
和
紙
の
振
興
、
徳
佐
り
ん
ご
の

シ
ー
ド
ル
の
開
発
な
ど
、
現
在
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
山
口
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
任
期
が
終
わ
れ
ば
収
入
が
な

く
な
る
た
め
、
今
後
の
生
活
設
計
を
た
て
る
生
業

づ
く
り
に
苦
労
し
て

い
る
方
が
お
ら
れ
る
。

地
域
と
の
人
間
関
係
づ

く
り
や
生
業
づ
く
り
に

つ
い
て
の
悩
み
相
談
な

ど
、
引
き
続
き
、
任
期

満
了
後
の
定
住
に
つ
な

が
る
よ
う
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
地
域
生

活
部
）

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
い
、
本

市
か
ら
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
山
口

県
大
隊
と
し
て
12
隊
40
名
が
出
場
し
、

熊
本
県
八
代
市
、
球
磨
郡
球
磨
村
に

お
い
て
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
救
出

活
動
を
実
施
し
た
。

　

本
年
６
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

消
防
活
動
用
重
機
と
重
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
資
格
を
有
す
る
隊
員
を
災
害

現
場
に
初
め
て
投
入
し
、
土
砂
な
ど

が
堆
積
し
た
災
害
現
場
に
お
い
て
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
等
を
行
っ
た
。

重
機
の
活
用
に
よ
り
、
災
害
現
場
で

の
作
業
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

一
方
で
、
災
害
現
場
に
お
い
て
は

重
機
搬
送
車
や
重
機
が
ど
こ
ま
で
進

入
で
き
る
か
な
ど
不
明
な
点
も
多
く
、

情
報
収
集
面
で
の
課
題
が
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
現
場
全
体
を
上
空

か
ら
俯
瞰
で
き
る
情
報
収
集
方
法
の

強
化
や
、
定
例
的
な
訓
練
、
自
衛
隊

等
と
の
合
同
訓
練
な
ど
に
よ
る
隊
員

の
技
量
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　
　
　
（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

新
規
配
備
の
消
防
活
動
用
重
機
の

活
動
評
価
は

総務
委員会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と
課
題

生活環境
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」 「
教
育

民
生
」 「
生
活
環
境
」 「
経
済
建
設
」 

「
予
算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置

し
、各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の

議
案
や
業
務
等
の
審
査
・
チ
ェッ
ク
を

し
て
い
ま
す
。

　各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。地域の人とともに生活をしながら、地域おこしに関わ

る活動をしてもらうのが一番いいと思うので、隊員
の募集に当たっては、地域が要望し地域が求める人
材を募集していくことを重点的に進めてもらいたい。

委員の意見

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

重機搬送車（総務省消防庁の無償使用制度）被災地で重機を使って活動する隊員
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農
林
水
産
業
雇
用
促
進
助
成
事
業
の
９

月
下
旬
時
点
の
実
績
は
、
４
件
（
５
万
円

×
４
人
）
で
あ
り
、
申
請
の
見
込
み
の
あ

る
も
の
を
10
件
程
度
と
把
握
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
農
協
や
農
業
生
産
法
人
等
へ

説
明
に
回
り
、
受
け
皿
の
状
況
を
確
認
す

る
。

　

対
象
と
な
る
事
業
者
に
一
律
５
万
円
を

助
成
す
る
本
市
の
制
度
は
、
申
請
が
容
易

に
な
る
よ
う
設
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
農
家
等
へ
の
周
知
を
行
い
、
当

初
の
目
標
（
２
０
０
件
）
が
達
成
で
き
る

よ
う
３
月
末
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
担
当
部
局
：
経
済
産
業
部
）

　
病
害
虫
被
害
は
自
然
災
害
と
同
じ
扱
い
と
な

る
た
め
、
収
入
の
減
少
に
対
し
て
は
農
業
共
済

や
収
入
保
険
等
で
の
対
応
と
な
る
こ
と
か
ら

農
業
共
済
組
合
等
と
連
携
し
て
農
家
へ
の
説
明

を
行
う
。
ま
た
、
被
害
農
家
に
対
す
る
今
後
の

支
援
策
に
つ
い
て
、
山
口
県
農
業
協
同
組
合

（
Ｊ
Ａ
）と
も
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
来
年
以
降
も
同
様
の
被
害
が
あ
る
こ

と
を
想
定
し
、
個
人
で
は
対
応
で
き
な
い
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
適
期
の
薬

剤
散
布
に
よ
る
防
除
等
、
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
経
済
産
業
部
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

学
校
行
事
等
の
中
止
や
規
模
の
縮
小
等
が
余

儀
な
く
さ
れ
る
中
、
子
供
た
ち
の
学
び
や
思

い
出
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
現
場
に
お
い
て

は
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
、
形
を
変
え
た
授
業
活
動
を
展
開

し
て
い
る
学
校
が
増
え
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
）

コ
ロ
ナ
禍
で
解
雇
等
さ
れ
た
従
業
員
と

農
業
等
へ
の
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
は

経済建設
委員会

・ 現状をみて予算が完全に執行される見込み
は乏しい。事業の見直しや、新たな支援策
の検討が必要である。

・ 農林水産業の担い手不足の解消策としては、
県と県ＪＡが運営するバイト検索サイト（アグ
ポン）との連携や、社会福祉法人との連携

（農福連携）についても検討されたい。

委員の意見

新型コロナウイルスによる影響に加えて、
過去に経験のない甚大な被害を受け、
農家は本当に弱っている。共済や保険
の制度による救済のみではなく、市とし
ての独自の支援策を切に求める。

委員の意見

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
を
受
け
た

農
家
へ
の
支
援
を

経済建設
委員会

授業風景（阿知須小学校）

田全体の稲が倒れる光景が市内各地で見られた

なぜ、今年は被害が大きかった？
トビイロウンカは、梅雨時期に、中国
大陸、東南アジアから気流に乗って成虫
が飛来してきます。今年は、例年に比べ
梅雨時期が長く飛来数が圧倒的に
多かったことと、梅雨明け後の少雨
高温の条件により、産卵→幼虫→
成虫のサイクルを繰り返し、市内
全域に被害が広がりました。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
行
事
は

教育民生
委員会
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山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設

の
機
能
で
あ
る
ラ
イ
フ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
事
業
と
連
携
す

る
地
域
コ
ホ
ー
ト
研
究
連
携
と
は
。

　
　

株
式
会
社
島
津
製
作
所
、
花

王
株
式
会
社
、
協
同
乳
業
株

式
会
社
、
山
口
大
学
、
山
口
県
、

山
口
市
が
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
を
生
か

し
、
実
証
の
場
で

あ
る
阿
知
須
地
域

の
70
・
80
歳
代
の

１
０
０
名
を
対
象

に
運
動
・
認
知
機

能
訓
練
や
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
摂
取

等
を
実
施
し
、
実
施
前
後
で
の
血

液
中
の
成
分
や
腸
内
細
菌
等
の
変

化
の
比
較
を
行
う
実
証
研
究
事
業

で
あ
る
。
認
知
症
の
早
期
診
断

マ
ー
カ
ー
と
な
る
血
中
ア
ミ
ロ
イ

ド
ベ
ー
タ
に
関
す
る
物
質
の
検
出

測
定
や
Ａ

を
活
用
し
た
分
析
等

に
よ
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
、

加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
、
移
動
機

能
の
低
下
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

や
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
検
証
を
行
い
、

研
究
成
果
を
活
用
し
た
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
の
先
鋭
的
な
取
り
組
み
を

促
進
す
る
。

問答

　
　

本
市
は
、
国
が
地
方
財
政
へ

支
援
を
す
る
前
か
ら
、
市
独

自
の
経
済
対
策
に
取
り
組
み
、
第

１
弾
か
ら
第
３
弾
ま
で
の
緊
急
経

済
対
策
と
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
の
段
階
的
再
開
期
に
は
第
４
弾

と
第
５
弾
の
経
済
対
策
を
実
施
し

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
効

果
を
踏
ま
え
た
第
６
弾
の
経
済
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
感
染
拡
大
の
防
止
に
向
け
た

取
組
、
新
し
い
生
活
様
式
を

社
会
全
体
に
定
着
さ
せ
る
取
組
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
市

内
消
費
喚
起
の
取
組
を
進
め
る
た

め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
実

施
に
あ
た
り
、
市
民
に
し
っ
か
り

と
情
報
発
信
を
行
い
、
制
度
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
３
つ
の

取
組
の
効
果
を
向
上
さ
せ
た
い
。

問答

県都創生山口
山本  貴広 

自由民主党山口
泉  裕樹

健康 〝高齢者の健康づくり〟地域コホート研究事業

行政 新型コロナウイルス感染症経済対策

　
　

多
世
代
交
流
・
健
康
増
進
拠

点
施
設
整
備
に
伴
う
雨
水
排

水
対
策
に
つ
い
て
、
想
定
し
て
い

る
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
現
在
の
水
路
の
改
良
や
雨
水

貯
留
機
能
な
ど
の
整
備
の
必

要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
に
当
該
水
路
の
改
良
設
計
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
施
設
整
備
に
伴
う
道
路
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
歩
道
幅

を
確
保
し
て
歩
行
者
に
優
し
い
道

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
地
元
と
の
合
意
形
成
や
関
係

機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
安

全
で
快
適
な
道
路
空
間
の
整
備
に

つ
い
て
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問答問答

公明党
其原  義信

施設 湯田温泉拠点施設の 「浸水対策・道路整備」を！

一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか、読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は、質問と答弁をあわせて60分です。
★�質問と答弁の映像は、各議員の二次元バーコードからも見られます。
　※必要な場合には、バーコードリーダーをインストールしてご覧ください。�※情報の受信にかかる通信料は、利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

活気が戻りつつある中心商店街

市
道
上
東
湯
田
温
泉
五
丁
目
線
の

整
備
に
つ
い
て

拠点施設整備予定地の浸水危険
箇所（水路の合流地点）
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令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
経
済
効
率
の
み

を
最
優
先
す
る
政
治
か
ら
人
間
の

ケ
ア
、
雇
用
、
教
育
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
文
化
・
芸
術
な
ど
必

要
不
可
欠
な
も
の
を
優
先
す
る
政

治
に
切
り
替
え
、
大
型
開
発
な
ど

の
不
要
不
急
の
事
業
費
は
削
る
予

算
と
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

　
　

国
の
基
本
方
針
２
０
２
０

（
骨
太
の
方
針
）
の
新
た
な

日
常
の
構
築
に
向
け
た
考
え
方
は
、

本
市
の
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く

り
と
21
地
域
づ
く
り
の
８
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
と
方
向

性
は
同
じ
で
あ
り
、
提
案
さ
れ
た

考
え
方
と
も
同
じ
と
考
え
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
と
同
時
に
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．０
の
取
組
の
前

倒
し
と
令
和
３
年
度
予
算
編
成
を

並
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
全
安

心
確
保
と
重

点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
、

将
来
の
ま
ち

づ
く
り
と
感

染
症
へ
の
対

応
を
進
め
た

い
。 問答

日本共産党
大田  たける

行政 生きるために必要不可欠なもの優先の予算編成を

　
　
未
だ
収
束
が
見
え
な
い
な
か
、

今
後
も
支
援
策
の
拡
充
な
ど

必
要
と
な
る
が
、
限
り
あ
る
予
算

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
症

拡
大
以
前
に
計
画
さ
れ
た
大
規
模

事
業
を
含
め
て
優
先
順
位
を
し
っ

か
り
と
精
査
し
直
す
べ
き
深
刻
な

状
況
で
は
な
い
か
。
総
合
計
画
の

見
直
し
を
含
め
、
先
行
き
を
見
据

え
た
市
政
運
営
方
針
を
伺
う
。

　
　
国
の
骨※

太
の
方
針
２
０
２
０

に
お
い
て
示
さ
れ
た
感
染
症

拡
大
で
顕
在
化
し
た
課
題
を
克
服

し
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

新
し
い
経
済
社
会
の
姿
の
基
本
的

な
方
向
性
と
、
総
合
計
画
の
考
え

方
は
方
向
性
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

今
後
も
総
合
計
画

の
下
で
市
政
運
営

を
進
め
、
感
染
症

に
よ
る
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
な
ど

に
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、総
合
計

画
の
特
段
の
見
直

し
は
行
わ
ず
現
在

の
計
画
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
。

問答

ふるさと共創やまぐち
植野  伸一

行政 コロナ禍！ 第二次山口市総合計画の見直しは？

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も

た
ら
す
市
財
政
へ
の
中
長
期

的
な
影
響
と
令
和
２
年
度
予
算
執

行
へ
の
影
響
及
び
令
和
３
年
度
予

算
編
成
へ
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

　
　
中
長
期
的
に
は
厳
し
い
状
況

だ
が
、
現
時
点
で
財
政
運
営

を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
令
和
２
年
度
予
算
へ
の
大

き
な
影
響
も
現
時
点
で
は
な
い
が
、

さ
ら
な
る
対
応
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
自
主
財
源
の
活
用
や

年
度
途
中
で
の
予
算
の
組
み
替
え

も
検
討
す
る
。
令
和
３
年
度
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
は
国
の
地
方
財

政
計
画
を
注
視
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
効
果
的
な
事
業
の
実
施

に
取
り
組
み
、
将
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
と
市
民
生
活
の
安
全
安

心
を
確
保
す
る
取
組
を
進
め
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
保
育
士
支
援

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

問答

市民クラブ
山見  敏雄

財政 新型コロナウイルスによる市財政へ影響

　
　
財
政
収
支
改
善
の
た
め
既
存

の
道
路
を
積
極
的
に
市
道
認

定
す
る
こ
と
で
、
基
準
財
政
需
要

額
に
算
定
し
地
方
交
付
税
増
を

図
っ
て
は
い
か
が
か
。

　
　
開
発
道
路
や
２
項
道
路
等
を

調
査
し
、
基
準
等
満
た
す
も

の
に
つ
い
て
は
市
道
認
定
や
、
道

路
台
帳
へ
の
記
載
を
し
て
い
く
。

　
　

過
年
、
90
歳
以
上
の
元
気
な

市
民
を
表
彰
し
て
い
た
が
、

大
き
な
励
み
と
な
る
の
で
ぜ
ひ
制

度
を
復
活
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
健
康
長
寿
部
門
を
再
開
し
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的
閉

塞
感
を
取
り
除
き
た
い
。
年
齢
要

件
の
緩
和
も
含
め
て
見
直
す
形
で

実
施
に
向
け
て
早
急
に
検
討
す
る
。

問答問答

高志会
氏永  東光

財政 地域も元気、人も元気、市道の認定増加を！

同一規格でも市道認定されて
いるか否かで扱いが異なる

健康
や
ま
ぐ
ち
元
気
い
き
い
き
大

賞
制
度
の
復
活
を
！

※骨太の方針２０２０（７月に閣議決定）
経済財政運営と改革の基本方針２０２０。
コロナ禍の経済活動と感染防止策を両
立させた「新たな日常」が前面に示された。
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山
間
部
や
中
山
間
地
の
開
発

に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
沈
砂

池
や
洪
水
調
整
池
の
管
理
状
況
を

市
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
市
と
し
て
も
沈
砂
池
や
洪
水

調
整
池
の
管
理
不
足
に
よ
り
、

洪
水
調
整
機
能
が
失
わ
れ
、
下
流

へ
の
影
響
が
発
生
す
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。
現
在
、
林
地
開
発

許
可
の
過
程
で
調
整
池
等
の
維
持

管
理
、
土
砂
堆
積
発
生
時
の
し
ゅ

ん
せ
つ
等
を
許
可
者
で
あ
る
山
口

県
を
通
じ
、
申
請
者
へ
の
指
導
を

依
頼
し
て
い
る
。
調
整
池
の
管
理

状
況
の
把
握
は
難
し
い
が
、
大
雨

時
に
下
流
域
へ
大
き
な
被
害
が
及

ば
な
い
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理

を
管
理
者
に
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
管

理
状
況

等
の
情

報
提
供

の
あ
り

方
に
つ

い
て
も

検
討
し

た
い
。

問答

公明党
山本  敏昭

防災 洪水調整池の適正な管理と情報提供の検討

　
　
防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
と

し
た
災
害
時
の
市
民
へ
の
情

報
伝
達
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

防
災
行
政
無
線
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
で
音
質
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
ス
ピ
ー
カ
ー

の
新
規
増
設
や
高
機
能
ス
ピ
ー

カ
ー
の
採
用
に
よ
り
音
達
範
囲
の

改
善
を
図
る
。
個
人
へ
の
情
報
伝

達
と
し
て
は
、
防
災
メ
ー
ル
に
加

え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

た
山
口
市
Ｌ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
に
よ
る
防
災
災
害
情
報
の
発

信
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
来
年
度

に
は
各
家
庭
の
固
定
電
話
プ
ッ

シ
ュ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
伝
達
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
他
に
も

緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
テ

ロ
ッ
プ

な
ど
可

能
な
限

り
複
数

の
伝
達

手
段
を

持
っ
て

情
報
発

信
し
て

い
く
。

問答

ふるさと共創やまぐち
冨田  正朗

防災 多発する自然災害・巨大化する台風の情報伝達

　
　

市
民
の
生
活
、
ま
ち
の
文
化

を
守
る
上
で
、
定
常
経
済
モ

デ
ル
を
位
置
づ
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　

歴
史
や
文
化
、
地
域
資
源
を

守
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
経

済
へ
の
転
換
を
図
る
定
常
経
済
モ

デ
ル
は
、

今
後
の

商
店
街

振
興
の

視
点
と

同
じ
方

向
性
だ

と
考
え

る
。

　
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

浸
透
を
商
店
街
等
に
図
る
に

は
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
支
援

す
る
助
成
制
度
の
周
知
が
重
要
で

は
。

　
　
商
店
街
へ
の
制
度
の
周
知
方

法
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
の

浸
透
が
十
分
で
な
か
っ
た
。障
が
い

者
雇
用
に
特
化
し
た
環
境
整
備
へ

の
助
成
制
度
を
持
つ
経
済
産
業
部

と
部
局
間
連
携
を
行
い
、
商
店
街

振
興
方
策
の
一
つ
と
し
て
合
理
的

配
慮
の
提
供
の
浸
透
を
図
り
た
い
。

問答問答

ふるさと共創やまぐち
中野  光昭

経済 文化・福祉・進取の気風があふれる商店街に！！

　
　
市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

の
塔
を
眺
め
、
鐘
の
音
を
聞
く
、

そ
ん
な
展
望
ス
ペ
ー
ス
を
新
本
庁

舎
の
ど
こ
か
に
整
備
し
て
は
い
か

が
か
。

　
　
建
物
の
中
央
東
側
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
を
設
け
て
い
る
。
上
層
階

か
ら
は
市
内
の
街
並
み
、
新
本
庁

舎
の
広
場
、
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
の
景

色
を
望
め
、

左
手
に
は

サ
ビ
エ
ル

記
念
聖
堂

の
２
つ
の

尖
塔
も
見

え
る
。
市

民
や
来
訪

者
が
市
内

を
展
望
し
、

く
つ
ろ
い

だ
り
、
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
場
所
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○
徳
地
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て

問答

山口維新の会
竹中  一郎

行政 新本庁舎に展望スペースを！

にぎわいの復活を信じる小郡大
正通り一角の新規出店

台風10号の進路と勢力（市水産港湾課提供）

山林造成地の沈砂池

市民会館からサビエル記念聖堂を望む
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地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
、

心
の
ふ
る
さ
と
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
施
設
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

徳
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
徳

地
地
域
複
合
型
拠
点
施
設
建
設
に

ど
う
取
り
組
ま
れ
る
か
伺
う
。

　
　
市
場
に
は
出
回
ら
な
い
幻
の

銘
木
で
あ
り
皇
居
新
宮
殿
や

錦
帯
橋
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
滑な
め
ら

松ま
つ

の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
、
和
紙
の
素

朴
な
風
合
い
を
活
か
し
た
徳
地
和

紙
ガ
ラ
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
徳

地
を
代
表
す
る
特
産
品
の
特
徴
を

取
り
入
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の
皆

様
が
自
由
に
活
用
で
き
る
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
に
一

番
身
近

な
施
設

と
し
て

多
く
の

方
に
末

永
く
愛

さ
れ
る

施
設
と

な
る
よ

う
整
備

を
進
め

て
い
く
。

問答

自由民主党山口
田中  勇

行政 愛される徳地地域複合型拠点施設を！

　
　

２
年
後
か
ら
運
転
免
許
返
納

者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
中

で
市
は
市
民
の
移
動
の
足
の
確
保

に
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
鉄
道
や
路
線
バ
ス
等
の
基
幹

構
造
の
維
持
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、バ
ス

の
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ

う
、
バ
ス
事
業
者
や
地
域
の
皆
様

と
、
し
っ
か
り
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
で
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
湯
田
温
泉
。
新
山
口
駅

に
開
館
す
る
ホ
ー
ル
等
へ
の
来
場

者
を
誘
客
す
る
た
め
、
市
は
新
山

口
駅
・
湯
田
間
の
移
動
や
利
便
性

向
上
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

県
と
連
携
し
、

新
た
な
モ※

ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
調
査・

実
証
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
の
取
組
に

加
え
、
新
た
な
交
通

手
段
と
し
て
、
議
員

提
案
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
等
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

自由民主党山口
湊  和久

交通 運転免許返納者増加等を見据えた市民の足の確保

　
　

経
済
を
取
り
戻
し
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
再
開
の

た
め
に
も
防
疫
目
的
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
が
必
要
だ
。
感
染
リ
ス

ク
の
あ
る
職
種
の
従
事
者
を
優
先

し
定
期
的
検
査
の
実
施
を
求
め
る
。

　
　

医
療
・
介
護
従
事
者
へ
の
積

極
的
な
検
査
実
施
に
つ
い
て
、

８
月
の
山
口
県
市
長
会
で
県
へ
の

要
望
事
項
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　
　
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
た
だ

廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
児

童
館
と
し
て
湯
田
地
域
に
必
要
だ
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
街
の

魅
力
と
な
る
。
各
地
域
で
整
備
を
。

　
　
各
地
区
設
置
ま
で
の
必
要
性

は
低
い
と
考
え
て
お
り
、
既

存
の
児
童
館
機
能
の
充
実
や
在
り

方
は
研
究
し

た
い
。
他
施

設
に
お
い
て

も
子
ど
も
の

遊
び
場
や
居

場
所
機
能
の

付
加
に
取
り

組
み
た
い
。

問答問答

日本共産党
尾上  頼子

医療 リスクある医療・介護・教育従事者の定期検査を

　
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
お
け

る
問
題
点
と
解
決
策
、
県
有

施
設
等
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
洪
水
時
の
避
難
場
所
と
し
て

の
適
応
が
２
階
以
上
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
未
設
置
の
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
は
、
再
整
備
の
際
に
設

置
す
る
。
県
有
・
民
有
施
設
は
既

に
活
用
も

し
て
い
る

が
、
今
後

は
立
地
状

況
の
バ
ラ

ン
ス
を
考

慮
し
た
い
。

自
治
会
集
会
所
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
分
散
避
難
の
観
点
か
ら
有
効

性
を
周
知
し
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。

　
　
県
の
管
理
す
る
河
川
の
水
害

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
の
担
当
課
や
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
要
望
や
意
見
等
を

伺
い
、
速
や
か
に
河
川
管
理
者
に

届
け
て
い
る
。
市
と
県
は
毎
年
度
、

防
災
対
策
等
に
関
す
る
協
議
要
望

の
場
を
設
け
て
お
り
、
河
川
に
つ

い
て
も
連
絡
を
密
に
し
て
災
害
を

未
然
に
防
ぎ
た
い
。

問答問答

自由民主党山口
馬越  帝介

防災 降水量の増大を見据えた防災・減災対策を！

※モビリティサービス調査・実証事業
山口市は県と連携して少人数での移動に活用
できる小型モビリティの実証に取り組む。

徳地地域複合型拠点施設（パース図）

子ども
児
童
館
を
各
地
域
へ
整
備
し

子
ど
も
の
居
場
所
に
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や
ま
ぐ
ち
母
子
健
康
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
小
郡
分
室
を

設
置
さ
れ
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
、
助
産
師
の
専
門
職

が
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
妊
娠
出
産
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
を
包
括
的
・
継
続
的
に
支
援
す

る
こ
と
で
、

安
心
し
て

出
産
・
育

児
が
で
き

る
環
境
づ

く
り
に
努

め
て
い
る
。
分
室
に
つ
い
て
は
、

第
二
期
山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
、
令
和

４
年
に
南
部
地
域
に
お
け
る
母
子

保
健
の
支
援
拠
点
と
し
て
の
新
設

を
掲
げ
て
い
る
。
保
健
師
、
助
産

師
の
人
員
配
置
や
諸
課
題
を
整
理

し
、
利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
き
た
い
。

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
期
間
は

心
身
の
不
調
や
育
児
不
安
な
ど
悩

み
が
多
い
。
特
に
困
難
事
例
の
相

談
業
務
の
部
分
は
、
計
画
よ
り
先

行
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問答

高志会
伊藤  斉

子育て 南部地域への母子健康サポートセンターの設置

　
　
消
費
者
に
よ
る
悪
質
ク
レ
ー

ム
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス
ハ
ラ
が

本
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
パ
ワ
ハ

ラ
防
止
法
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、

事
業
者
に

お
け
る
体

制
整
備
だ

け
で
は
限

界
が
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
と
受
け
る
側
が
同

じ
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

も
、
消
費
者
側
の
意
識
改
革
の
た

め
の
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
市

の
所
見
を
伺
う
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

修
を
開
催
し
、
働
く
人
の
問
題
に

つ
い
て
の
啓
発
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
は
新
し
い
法
律
の
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
が
市

民
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
ら
れ
る

か
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
・
実
施
す
る
こ
と

で
働
く
人
の
人
権
が
守
ら
れ
る
社

会
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

問答

市民クラブ
野村  雄太郎

就労 働き方改革とともに消費者改革を！！

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
対
的
貧

困
率
は
約
50
％
で
あ
り
、
養

育
費
を
受
け
て
い
る
割
合
は
、
父

親
か
ら
は
24・３
％
、
母
親
か
ら
は

３・２
％
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
他

市
で
は
、
市
が
養
育
費
の
立
替
え

と
徴
収
業
務
等
を
行
う
養
育
費
確

保
の
支
援
事
業
も
あ
る
。
離
婚
後

も
両
方
の
親
が
子
育
て
に
責
任
を

持
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
離
婚
に
よ

り
不
利
益
を
受
け
な
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

　
　
先
進
的
な
他
市
の
取
組
は
承

知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
事
情
も
違
い
、
事
業
化
に

至
っ
た
背
景
な
ど
が
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
の
具

体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

他
市
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問答

市民クラブ
部谷  翔大

子育て 親の離婚後、子どもが養育費を受けられる社会を

　
　

近
年
、
高
齢
化
・
単
身
世
帯

化
の
進
展
が
顕
著
と
な
り
、

今
後
も
一
層
進
ん
で
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
中
で
、
高
齢
者
等
に

お
い
て
は
、
現
状
の
山
口
市
指
定

の
ご
み
袋
の
小
サ
イ
ズ
で
も
大
き

す
ぎ
る
た
め
、
極
小
ご
み
袋
の
導

入
が
必
要
で
あ
る
。
製
造
原
価
と

の
整
合
を
図
り
つ
つ
検
討
さ
れ
た

市
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
極
小
サ
イ
ズ
の
指
定
ご
み
袋

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
も

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と

の
認
識
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
意
向
等
の
調
査
を
実
施

し
、
導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
検

討
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
極
小

サ
イ
ズ
の
指

定
ご
み
袋
の

導
入
に
向
け

た
検
討
と
併

せ
、
ご
み
袋

へ
の
広
告
掲

載
、
民
間
事
業
者
の
活
用
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
く
。

問答

公明党
村上  満典

ごみ 極小サイズの指定ごみ袋を導入しよう！！

子どもと親が笑顔で暮らせる
社会を
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
第
６
弾
の
地
域

外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ

る
検
査
体
制
の
強
化
は
。

　
　

９
月
29
日
か
ら
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
開
始
し
、
祝
日
を
除

く
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
開
設
す

る
。
か
か
り
つ
け
医
で
検
査
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
、
医

師
か
ら
の
予
約
に
よ
り
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
で
検
体
採
取
が
行
わ

れ
る
。
当
面
は
、
１
日
10
件
程
度

の
検
体
を
採
取
し
、
検
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
４
件
は
検
査
当
日
の

夕
方
に
、
そ
の
他
は
検
査
翌
日
の

正
午
ま
で
に
判
明
す
る
。
検
査
結

果
が
陽
性
の
場
合
は
、
保
健
所
の

指
示
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機

関
等
へ
の
入
院
等
の
対
応
が
行
わ

れ
る
。

問答

　
　

近
年
、
都
市
部
か
ら
地
方
の

第
一
次
産
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
若
者
が
多
い
が
、
住
居
確

保
等
含
め
た
支
援
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
で
定
住
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
東
京
で
の
就
業
相
談
会
へ
の

参
加
等
に
よ
り
県
外
の
人
材

を
確
保
し
、
市
独
自
の
家
賃
助
成
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
も
連
携
し

て
住
居
の
確
保
を
支
援
す
る
。

　
　
水
産
物
の
販
路
拡
大
の
た
め

に
も
直
売
所
な
ど
販
売
箇
所

の
確
保
、
市
内
消
費
者
や
観
光
客

へ
波
及
効
果
の
あ
る
山
口
・
小
郡

都
市
核
や
湯
田
温
泉
と
の
連
携
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
。

　
　
県
漁
協
大
海
支
店
で
は
市
の

事
業
に
よ
り
、
取
引
開
始
に

必
要
と
さ
れ
る
旬
の
時
期
に
出
荷

で
き
る
魚
種
の
価
格
等
の
発
信
、

漁
業
者
と
事
業
者
の
情
報
交
換
が

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す

る
予
定
で

市
も
支
援

し
て
い
る
。

問答問答

ふるさと共創やまぐち
宮川  英之

定住 第一次産業への支援強化を！

高志会
伊藤  青波

医療 新型コロナウイルス感染症　検査体制の強化は

　
　

平
成
二
十
一
年
七
月
中
国
・

九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
小
郡

地
域
で
も
多
く
の
床
上
、
床
下
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、

現
在
も
大
雨
の
た
び
に
住
民
に
不

安
を
与
え
て
い
る
市
道
仁
保
津
４

号
線
、
八
方
原
中
線
の
冠
水
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
道
仁
保
津
４
号
線
に
つ
い

て
は
、
梅
雨
及
び
台
風
時
期

に
仮
設
の
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
強

制
排
水
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今

年
度
、
緊
急

自
然
災
害
防

止
対
策
事
業

債
を
活
用
し

て
、
市
道
の

か
さ
上
げ
工

事
を
行
う
こ

と
に
し
て
い

る
。
八
方
原
中
線
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
を
１
メ
ー

ト
ル
程
度
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
も

一
つ
の
対
策
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
調
整
池
の
設
置
や
水
路

へ
の
ゲ
ー
ト
設
置
等
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
署
と
調
整

し
て
、
経
済
的
で
効
果
的
な
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

公明党
桜森  順一

防災 市道仁保津４号線・八方原中線の冠水対策を！

　
　
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
さ
れ
て

い
る
介
護
保
険
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
等
の
方
々
か
ら
は
、

お
で
か
け
に
大
変
助
か
る
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行
は
で
き

な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
度

は
利
用
で
き
な
い
。
市
は
個
人
の

使
用
枚
数
を
把
握
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
再
発
行
が
で
き
な
い
の
か
。

再
発
行
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

通
院
、
買
い
物
な
ど
の
外
出

に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
乗
車
料
金
の
割
引
券
を

交
付
し
て
い
る
が
、
金
券
同
様
の

た
め
再
発
行
は
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
最
近
は
再
発
行
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
お
り
、
本
事
業
の

対
象
者
は
高
齢
者

が
大
半
で
紛
失
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
再
発
行
の
必

要
性
を
再
検
討
し

た
。
今
後
は
利
用

者
の
利
便
性
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
未
利
用
分

の
再
発
行
に
向
け

た
準
備
を
進
め
る
。

問答

日本共産党
西村  芳和

福祉 おでかけサポートタクシー券の再発行　

山口市休日・夜間急病診療
所敷地内に完成した検査セ
ンター（右）

※おでかけサポートタクシー券とは
要支援・要介護認定等を受けた方が
対象で申請が必要。１人あたりの年
間交付枚数は、３００円×40枚（１冊）。
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43・41
％
し
か
投
票
し
て
い
な
い

と
い
う
事
実
に
お
ど
ろ
か
さ
れ

ま
し
た
。だ
か
ら
ぼ
く
が
18
さ
い

に
な
っ
て
も
、政
治
に
関
心
を

持
っ
て
生
き
て
い
か
な
い
と

と
思
い
ま
し
た
。

投
票
率
が
年
々
減
っ
て
い
る
の
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
ん
な
に

低
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
18
才
に
な
れ
ば
選
挙
に
参
加

で
き
る
の
で
積
極
的
に
参
加
し
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

小学６年生の議場見学
子どもたちの声、将来の政治に期待子どもたちの声、将来の政治に期待！！

※ 子どもたちの声は、
クラスから届いた
お礼状（感想文）
からそのまま引用
したものです。写
真の児童とは連動
していません。

あ
の
議
場
の
中
で
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
山
口
市

の
こ
と
が
話
さ
れ
て
い
る

と
思
う
と
少
し
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。市
長
さ
ん
や
副

市
長
さ
ん
、議
員
さ
ん
と
し
て

活
や
く
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

何の数字でしょう？
直近の山口市議選の投票率です。

議員からは、予算を使って
やるべき提案か、真剣に考
え、市長らの考えをただし
ていきます。

かなり厳しい質問にも
勇気を出して手をあげ、
自分の言葉で考えを答
えました。

市長から、山口市のまちづく
りのアイデアを提案し審議を
求めます。

　８月 25 日に白石小学校６年生の議場見学を行いました。今年は新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、議場内での議会体験のみ行いました。
　質問をする議員役も、市長をはじめ答弁する側の児童も山口市の将来について真剣に考え、本
物の議会さながらの緊張感あるやりとりがありました。
　短い時間ではありましたが、この体験をしていただいた子どもたちから、本市のまちづくりに
熱い志を持った将来の政治家が生まれることを期待します。

ぼ
く
は
し
ょ
う
ら
い
、

政
治
家
に
な
る
の
も
い

い
か
も
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、今
回
の

見
学
で
あ
こ
が
れ
を

持
っ
た
の
で
考
え
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
番
驚
い
た
の
は

女
性
の
議
員
が

二
人
し
か
い
な
い

こ
と
で
す
。

や
っ
ぱ
り
い
ざ
話
し
合
い
と

な
る
と
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
て

し
ま
い
、頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て

答
べ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
今
思
う
と
、

み
な
さ
ん
は
こ
の
状
況
で
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
る
と
分
か
り

す
ご
く
感
心
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、社
会
が
す
ご
く

に
が
て
だ
っ
た
け
ど
、

市
議
会
見
学
を
し
た
ら

社
会
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

今
度
、市
議
会

が
あ
る
時
は
、

見
に
行
っ
て
み

た
い
で
す
。
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ
市内で学ぶ
視察報告
くわしくは、ホームページに掲載しています。

学びの環境がよくなっています
　二島小学校、阿知須小学校
の電子黒板やタブレット端末
を使った授業などを視察。
　 ＣＴ機器の活用により、
教員と子ども、子ども同士の
考えていることがリアルタイ
ムで共有でき、新しいかたちのコミュニケーション
がとられていました。
　オンライン授業への対応や、教員の授業の準備・
資料共有といった負担軽減にもつながっており、積
極的な活用事例を実際にみることで、導入効果の高
さを確認することができました。
　使用時の子どもの姿勢による体への影響や、身近
になるネット社会との関わり方の教育などの課題に
取組みます。

　議会活動の効率化と議員活動のさらなる充実、
活性化を図るために、議員へのタブレット端末機
器の貸与と、ペーパーレス会議システムを導入し
ました。本年６月定例会までの試行期間では紙媒
体と併用していましたが、９月定例会から本格的
な運用をスタート。
　従来は定例会毎の議案資料や各議員への連絡・
案内に配布される紙資料は膨大なものでしたが、
タブレット端末の活用により、各種会議資料の削
減に加え、写真や絵図のカラー印刷に係る経費が
節約されています。また、端末の機能やビジネス
チャット等を使い、事務連絡の徹底や会議日程な
どの周知・確認といった幅広い活用もできるよう
になりました。オンラインのビデオ通話等による
議員間の協議や会議の効率化にも挑戦しています。

市議会でのタブレット端末の
本格運用スタート

ごみの分別が活かされています
　家庭や事業所からのごみに
ついて、大規模な基幹的設備
の更新が完了した清掃工場

（可燃ごみの焼却）、リサイク
ル行政を推進するリサイクル
プラザ・中間処理センターを
視察。
　リサイクルプラザでは不用品の再生販売や、資源
物の洗浄・圧縮等の再資源化に係る作業がされてお
り、実際に目で見ることで、分別や環境問題に対す
る意識が変わるような感覚がありました。
　市民意識の向上を目指してどのような啓発を行う
か、各地域での展開やきっかけづくりに取り組んで
いく必要があります。

県漁協大海支店で漁業者の声をきく
　県外からも、大海（秋穂地域）で漁業をするため
に若い人たちが集まってくるという将来にむけて
希望のある話。
　水揚げされた魚を市内外で流通させるシステムづ
くり、市内消費やブランド化の取組、移住者の住居
不足の解消など、市として支援していく必要を肌で
感じました。
　朝から秋穂荘～大海漁港～
飼料用トウモロコシ生産現場
と丸一日かけて視察。
　昼休憩は、午後からお世話
になる漁師のみなさんの直売
所で、とれたて新鮮な海鮮丼
をいただきました。（もちろん
自費です）

　これまで山口市議会が進めてきた議会改革の取組と、
その中でも、議会の在り方や議員の役割を考える上で
重要である議員定数等について研究、議論しています。
　11 月 8 日（日）に開催した議会改革フォーラムの模様
をご覧いただくことができます。
　市民の皆様のご意見をお寄せください。

議会改革フォーラム
　「これからのまちづくりと山口市議会」
　11/10 ～ 12/10 録画配信

山口市議会の議会改革、あなたはどう思う？

くわしくは、市議会ホームページへ

７/29  教育民生委員会 ８/24  生活環境委員会

８/27  経済建設委員会

ＪＦ大海直売所
山口市秋穂 643-1
TEL：083-984-2408
ぜひ、お試しください。

〇講演／『まちづくりと議会の役割』
　講師／江藤俊昭氏（山梨学院大学法学部教授）
〇山口市の議会改革の取組について
〇講師講評、参加者アンケートへのコメントなど

やまぐち市議会だより　2020.1115
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この広報紙は再生紙を使用しています。
使い終わったら新聞紙として古紙類の分別収集に出しましょう。

　山口市香山公園で開催された『山口ゆらめき回廊
2020』最終日の写真です。ライトアップされた国宝・瑠
璃光寺五重塔や1000本のキャンドルに照らされた散策路
が、とても幻想的でした。

【表紙写真】 委員長　倉重　浩　　副委員長　大田たける
委　員　泉　裕樹・湊　和久・中島裕一・野島義正
　　　　山本貴広・山本敏昭・植野伸一・伊藤青波
　　　　野村雄太郎

議会の主な動き

次号は２月１日です

市議会だより等編集委員会

編　集　後　記

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.
yamaguchi-gikai.jp

●インターネット録画中継
http://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

●14日 市議会だより等編集委員会
●20日 第14回山口市議会議会改革検討協議会
● 21日 市議会だより等編集委員会
●27日 会派代表者会議
●29日 教育民生委員会管内視察
●31日 広報広聴委員会

●11日 会派代表者会議、議会運営委員会
●19日 第15回山口市議会議会改革検討協議会
●24日 議会運営委員会、生活環境委員会管内視察
●25日 白石小学校議場見学、広報広聴委員会
●27日 経済建設委員会管内視察
● 28日 山口市新本庁舎の建設等に関する調査特

別委員会
● 31日 議会運営委員会、会派代表者会議、執行部

説明会

● 7日 第4回定例会初日（～10月16日最終日）
● 8日 議会運営委員会
●14日 市議会だより等編集委員会
●25日 第16回山口市議会議会改革検討協議会
●29日 山口市新本庁舎の建設等に関する調査特

別委員会

● 1日 議会運営委員会、市議会だより等編集委
員会

● 2日 令和2年度山口県市議会議長会臨時総会
（美祢市）

● 5日 会派代表者会議、山口市新本庁舎の建設
等に関する調査特別委員会

● 14日 議会運営委員会、市
議会だより等編集委
員会

● 16日 議会運営委員会、市
議会だより等編集委
員会

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、
4月13日から当面の間、行政視察の受入れをお断り
しております。

7月

9月

10月

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

8月

今年は新型コロナ禍や農作物への被害など災害が多いと
感じます。編集副委員長となり、みなさんの目に止まり、見や
すい紙面を委員一丸となって作りたいと思います。（大田）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

11/29 30 12 /1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
経済建設
委員会
10：00～

名勝常徳寺庭園
開園式典（10月10日）

会議日 は傍聴ができます。

やまぐち市議会だより　2020.11 16


